
業務の適正を確保するための体制および運用状況の概要
　当金庫は、信用金庫法第36条第5項及び同法施行規則第23条に定める、理事の職務の執行が法令および定款に適合することを
確保するための体制、当金庫の業務の適正を確保するための体制（いわゆる「内部統制システム」の整備として「内部管理基本方針」
を理事会で決議しています。）
　「内部管理基本方針」およびその運用状況の概要は、以下のとおりです。

❶当金庫グループの役職員の業務の執行が法令及び定款に適合す
ることを確保するための体制

ア．　「結城信用金庫行動網領」及び「コンプライアンス規程」を定めると
ともに、役職員が遵守すべき法令の解説、違法行為に対する対処方法
等を示した「コンプライアンス・マニュアル」および実践計画を記した
「コンプライアンス・プログラム」を策定し、毎年度、継続してコンプ
ライアンスの徹底を図っています。

イ．　コンプライアンスの実効性を確保するため、コンプライアンス統括
部署として「リスク統括部」を設置しています。その他、各業務部門及
び営業店に「コンプライアンス担当者」を配置し、コンプライアンス体
制を整備するとともに、コンプライアンス全般にわたる諸問題の協議
等を確保するため、コンプライアンス担当者会議を設け、当年度に２
回開催しました。

　　　また、公益通報者保護の観点から、役職員の法令違反等の通報を直
接コンプライアンス統括部門の担当者に行うことができるコンプライ
アンス相談窓口（ホットライン）を設置しております。

ウ．　内部監査部署を監査室とし、監査室は当年度、すべての本部各部及
び営業店に対し業務全般に関する監査を実施し、法令等遵守態勢の有
効性、適切性等の監査を行い、監査結果を理事会、常勤理事会及び監
事に報告するとともに、必要に応じて被監査部門および統括・管理部
門に改善すべき事項の改善を指示し、その実施状況を検証しています。

❷理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　理事会議事録およびその他の理事の業務執行に係る情報・文書保存・
管理は、諸規程に基づき適正に行っています。また、理事及び監事はこ
れらの文書を常時閲覧することができます。

❸損失の危険の管理に関する規程その他の体制
ア．　当金庫は適切な統合的リスク管理を確保するため、「リスク管理規程」
をリスク管理の基本規程として定め、リスクカテゴリ毎に管理要領を
策定しております。

イ．　当金庫全体のリスクを一元管理する「リスク統括部門」を設置し、
リスクカテゴリ毎の主管部門を定め、リスク管理の実効性および相互
牽制機能を確保しております。これらのリスク管理の状況ついては定
期的に理事会、常勤理事会に報告しています。また、ALM委員会では
収益管理と資産・負債の状況を所掌し、当年度に13回開催しておりま
す。

ウ．　各種災害・犯罪・システム障害等の正常な業務活動に支障を及ぼす
事態の発生、またはその恐れのある場合はコンティンジェンシー・プ
ラン発動に従うこととしております。これらの対応に備え、各事態を
想定した訓練を定期的に実施しております。

❹理事の業務の執行が効率的に行われることを確保するための
体制

ア．　当金庫は「理事会」とその委任を受けた審議・決定機関である「常勤
理事会」を一体化した意思決定・監督機関と位置づけ、それぞれの運営
および付議事項等は「理事会規程」「常勤理事会規程」に定めています。

イ．　理事会は経営方針、経営計画、業務・態勢に係る基本方針を定め、
業務執行に関する重要事項を決定するほか、各理事の執行状況を監督
しております。当年度は10回開催され、各担当理事は事業計画の執行
状況を定期的に理事会に報告しています。

ウ．　常勤理事会は当年度に57回開催され、理事会決議に沿った具体的
な施策等を決議し、効率的な業務執行を図っています。

❺当金庫グループにおける業務の適切性を確保するための体制
ア．　当金庫グループ等が行う業務の法令等遵守、顧客保護等及びリスク
管理の観点から適切なものとなるよう、取締役、監査役を当金庫の理
事が兼務しています。

イ．　当金庫と当金庫グループ等との取引が弊害防止措置等の遵守やアー
ムズ・レングス・ルールの遵守の観点から適切なものとなるようコン
プライアンス統括部門（リスク統括部内に配置）や内部監査部門（監査
室）によるモニタリングを必要に応じて実施しています。

ウ．　監事及び監査部門（監査室）による当金庫グループの業務について
はグループ子会社であった「ユーシンビジネスサービス（株）」が令和2
年9月に解散したため、以降の監査等の実施はありません。

❻監事がその職務を補助すべき職員を置くことを求めた場合にお
ける当該職員に関する事項

　監事の職務執行に係る所要の事務は常勤監事が自ら行っています。

❼監事の職務を補助すべき職員の理事からの独立性に関する事項
　監事の職務執行に係る所要の事務は常勤監事が自ら行っています。

❽当金庫グループの役職員が監事に報告するための体制、その他
の監事への報告に関する体制

ア．　監事は理事会に出席するとともに常勤監事は常勤理事会・常務会・
各種委員会への出席及び各種文書の閲覧等により、理事及び職員から
の報告を受けています。また、その他コンプライアンス上重要な事項
についても事態確認後直ちに監事に報告する体制となっています。

イ．　監事は年間計画に沿った監査を実施しています。監事から求められ
た必要事項について、理事および職員は適正に報告を行っています。

❾その他監事の監査が実効的に行われていることを確保するため
の体制

ア．　監事は職務を適切に遂行するため、理事、会計監査人、内部監査部
門（監査室）、コンプライアンス統括部門（リスク統括部）の管理者等
との緊密な連携を図っております。

イ．　実効的な監事監査を図るため、当年度に監事と代表理事による意見
交換を行い、また、各部署担当理事から業務執行状況の報告を行いま
した。また、常勤監事は会計監査人による監査に常時同席し、適切な
情報交換を行っています。
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